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は　じ　め　に

　自然資源の有限性と経済成長の限界が人間社会に認識され，地球の温暖化など環境の変容が

地域的な社会問題としてだけでなく地球規模の問題として取り扱われる状況下で，日本各地の

県や市町村などの行政機関では，これまでの開発一辺倒の政策から，環境に配慮した自然と人

間の共存・共栄を保障し，人間社会の健全で持続的肇展を目指した環境計画や環境政策を立案

し，実施するようになってきた。しかしながらこうした人間と自然の共生を目的とした環境計

画を策定するためには，事前に当該地域の環境に関する多くの情報を収集し，これを生態学的

視点から分析・評価するなど，そこの環境特性を科学的に十分把握する必要がある。

　この様な地域環境に関する生態学的な解析手法の一つに，その土地の環境の総合的な作用結

果が具現化されたものであり，かつ景観の主要な構成要素である植生を研究対象として，その

組成と構造を明らかにする植物社会学的研究が知られている。この研究成果の一つとして，当

該地域の緑地環境の情報を地形図上に表現した各種の植生図が作成される。この植生図を基礎

図として，これを活用することによって，地域の景観に調和し，かつ人間と自然の共生を可能

にする環境計画や環境政策が実現される。

　ところで地域環境を生態学的に解析するためには，研究対象を開発地域に限るのではなく，

隣接地域やさらに広く周辺地域との生態学的あるいは機能的関係についても十分考慮する必要

がある。とくに行政機関が地域全体を視野に入れた体系的な土地利用計画や緑化計画を策定す

る際には，当該地域の植生景観を構成している個々の植物群落だけでなく隣接地域の植生相互

の機能的及び生態学的な関係についての晴報は重要である。この隣接する植生相互が関連した

機瀧地域の総和を植生景観として捉え，その組成，構造を生態学的に解析する方法として植物

社会学から派生したのが群植物社会学あるいは群植生学と呼ばれる研究分野である。

　植物社会学の研究対象が植物個体を基本単位とする植物群落であるのに対し，この群植物社

会学は，植物群落を基本単位とするそれらの集合体すなわち植生景観を研究対象として，その

組成，構造を明らかにしょうとする研究分野である。また群植物社会学では，植生景観の解析

により識別された群落複合単位およびその希少性，國復性，固有性，自然性（植生自然度），
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種多様性，群落多様性（植生多様性）など多量な情報を多変量解析ソフトや地理情報システム

（GIS：Geographic　Information　System）を用いたコンピュータ処理によって，地域環境の生態

学的かつ総合的な評価図としての生態立地図（エコトープマップ）の作成が可能である。この

生態立地図は，植物社会学的調査研究に基づいて作成された植生図の景観生態学的視点からの

再分析，再評価でもある。

　大分市の緑の現状とその潜在能力，そして環境に調和した「郷土の緑」の形成のための生態

学的緑化については，先に刊行されている「大分市の植生」（大野1996）で明らかにされてい

る。本書では，新たに大分市から依頼された「郷土の緑の保全のための基礎図としての生態立

地図の作成」に係わり，「大分市の植生」を基礎資料としてこれを活用するとともに，景観生

態学の一一分野である群植物社会学的あるいは群植生学的観点から，既存の植生図とメッシュ図

を用いて大分市の植生景観の解析，特に潜在自然景観の判別と生態立地図の作成を行っている。

この生態立地図は，大分市が計画している「郷土の緑」の保護・保全や，その復元・再生に関

わり，各生態立地の潜在自然景観に対応した具体的な緑化の課題と方策について示しているこ

とから，緑化計画を策定し，実施する際に，重要な指針になるものと期待される。



植　生　景　観　の　概　要

　主要な環境構i成要素の一つである植生（vegetation）は，人問を含めた他の有機的要素や気

候，地形，土壌などの無機的要素が一体となって総合的に作用する環境に対応して，特定の種

類組成と一定の構造を示している。すなわちある地域の植生の種類組成と構造を解析すること

によって，その土地の自然環境の特質を明らかにすることができる。この様に地域固有の環境

特性を指標する植生を用いてそこの環境を分析，評価する研究分野が景観生態学の一分野とし

ての群植物社会学であり群植生学である（大野1997a）。

董．植物社会学的植生の解析

　一般的に植生は，人間の影響を一切うけていない「自然植生」であれ人間の影響下に成立す

る「代償植生」であれ，多面的で生物の生息に好ましい環境下では多層な植物社会が，また一

面的で生物の生息には厳しい環境下では単層の植物社会が成立する。また多層社会は生物多様

性が高くかつその生態的能力も高い。逆に単層社会は生物多様性は低くかつその生態的能力も

低い。この様に植生は組成や構造も様々であり，またそれに対応して機能的にも多様である。

　その土地の環境を反映した植生を構成する植物種を最小単位として，その組成や構造を解析

し，それに基づいて植生の持つ本質的な生態的機能を評価し区分する方法の一つに「植物社会

学」がある（Brau猛一Blanquet　1964）。

　（1）現存植生図及び植生自然度図

　植物社会学的調査研究により，現在その土地に分布する全ての植生の組成，構造が明らかに

される。現存植生のうち自然環境下に成立したのが自然植生であり，人為的な土地利用形態に

応じて成立するのが各種代償植生である。これら現存植生の分布領域を地形図上に表現したも

のが現存植生図である。また植生の構造的相違や生態的能力（緑地効果）に基づいてそれを計

量化したものが植生自然度（環境庁1976）であり，その評価を現存植生図上に展開したもの

が植生自然度図である（大野1996）。
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　（2）潜在自然植生図

　ところで現存する植生特に人為的影響を強く受けた代償植生は必ずしもその土地がもつ生態

的能力を全て反映したものではない。その土地がもつ生態的潜在能力（土地価，環境容量）を

その土地が理論的に支えうる最も多様で多層な植物社会で表現したものが潜在自然植生であり，

その空間的広がりを地図上に描いたのが潜在自然植生図である（TUxen　1956）。この潜在自然

植生の判定方法には，自然植生と自然環境あるいは代償植生との遷移系列上での桐関関係など，

ある程度植物社会学に関する専門的知識が要求される。

　潜在自然植生は基本的には自然環境のうち気候的要因や土地的要因など無機的環境要素の特

質を反映したものであることから，気候的環境要因により規定された植生分布の第1段階構造

や，地形など土地的環境要素に規定された植生分布の第2段階構造でのその分布領域の把握が

容易である。このため潜在自然植生図は一般に小縮尺の地形図で表現することが多い（大野

1996，1997a）o

　（3）等質地域と機能地域

　植物社会学では，対象地域の環境に対応して分布する植物群落の中から同質の種類組成や構

造を持ったものを抽翻し，それを統計約に比較類型化することによって各種植生単位を識別す

る。類型区分された植生単位は，それぞれ固有の独立した空間領域を占め，モザイク状あるい

は成帯状の分布・配列を示すことが多い（大野1997a＞。

　この様に植物社会学による植生解析では，ある地域を各種の植生単位に基づいて同質の潜在

能力を持った等質地域に類型区分するのに適しているが，隣接する異質な等質地域相互の関連

性や連続性，あるいは機能的な結びつきを持った空間領域を把握する0）には不向きである。こ

のため潜在能力を異にする複数の等質地域の集合を相互に関連性をもった機能地域としてとら

えるためには，「群植生学」あるいは「群植物社会学」に基づく「植生景観」の分析・評価が

必要となる（大野1997a）。

2．群植物社会学的植生景観の解析

植物社会学が植物種を最小単位として植生の組成・構造を解析するのに対し，群植生学ある
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いは群植物社会学では，植物群落すなわち植生単位を最小単位として植生景観の組成・構造を

解析する。ところで植生景観とは，いわゆる「景観αa三1dscape）」の構成要素の中から植生的

要素だけを抽出したものである。景観は「人間と自然との関係がつくりだす地域の総体として

とらえられるものであり，自然との関係の事物一空間一時間のシステム」であり，「任意の広

さの地表弼の断片で，かつ一定の性格，構造を持った空間単位」として理解されている

（SchmithUsen　1968）。

　この様に景観が単位性，階級性そして固有の歴史性をもった空間単位としてとらえられる様

に，景観の主要構成要素である植生景観は，基本的には個々の植生単位により構成されている

が，実際には植生景観は個々の植生単位が相互に機能的に関連した植生単位の複合体の総体で

あり，かっこの複合体は一定の性格と構造をもった空間単位として理解する必要がある。

　G）植生景観の基本単位

　こうした植生景観の空間的基本単位として，群植物社会学による解析によって単一の潜在立

地としての等質地域（テセラ）上に分布する「総和群集（siglnassoc呈a£1α｝）」と複数のテセラ

が機能的に結びついた特定の領域としての機能地域（カテナ）上に分布する総和群集の集合で

ある「総和群集区（geosigmassociation＞」が類型区分される（大野1997a）。また群植生学に

よる植生景観の解析では，相観的植生単位の複合である「群落団」やその上級単位である「植

生四域」が識別される（表1～2）。

　（2）植生景観の評価

　植生単位を生態学的に評価する視点として一般に希少性，團復性，固有性，自然性，種多様

性，立地の多様性，植生多様性などが評価される。一一方植生景観の生態学1舞勺評価は，それを特

徴づけている生態系の変質の程度，自然植生の組成・構造上の変化の度合，地域のフロラ内の

帰化植物の割合などを総合的に評価し，自然景観から文化景観に至る種々の段階に類型区分す

る。

　この植生景観の生態学的評価では，それを構成する基本酌単位である総和群集や総和群集区

の群落組成や構造について十分吟味し，当該地域の植生景観を特徴付けている植生複合単位の



10

表1．大～中縮尺の地図上で表現可能な群植物社会学の景観単位と基準

基準項目 群植物社会学の景観単位

基本的群落複合単位
総和群集（総和群落）　　　1　総和群集区（総和群落区）　　　　　　　　　　　　1

生育地における潜在自然植生域

ﾌ数

単一の潜在自然植生域　　　　　1複数の潜在自然植生域　　　　　　　　　　　　　　l

@　　　　　　　　　　　　　i

群落複合の生態型，地理的関係 遷移系列的　　　　　　　　　1カテナ的　　　　　　　　　　　　　　1

群落複合の分布形態
モザイク状，帯状，重複状　　1モザイク状，帯状（カテナ状），　　　　　　　　　　　　　　l

@　　　　　　　　　　　　　l交錯状　　　　　　　　　　　　　　1

群落複合が分布する空間領域 　　　　　　　　　　　　　　，
eセラ，マクロテセラ　　　　　iヒポカテナ，カテナ，ハイパー
@　　　　　　　　　　　　　i
@　　　　　　　　　　　　　iカテナ

生態学的空間領域の概念 　　　　　　　　　　　　　　…rオトープ　　　　　　　　　iエコトープ

表2．群植物社会学酌及び群植生学的単位の基準

縮　尺 レベル 群植物社会学的単位 群植生学的単位 構成要素

遷移系

�@的

総和群集（総和群落） 植物社会学的単位・総和

Q集
大　縮　尺

総和群集区（総和群落区） 植物社会学的単位・総和

Q集・総和群集区カテナ的

群　落　団

植物社会学的単f立・群落

c・総和群集・総和群集

l

幅　縮　尺

植生地理学的 植生地理学的総和7洋集

植　生　群　域

植物社会学的単位・群落

c・総和群集・総和群集

諱E植生群域・植生地理

w的単位

分布・配列パターンを明確にし，その類型化と体系化をはかることによって本当の意味での植

生景観の総合的な評価及び潜在自然景観の判別が可能となる（大野・宮脇1986；大野1990；

Ohno　！991，1995）○

（3）植生図に基づいた植生景観単位の抽出

現存植生図など各種の植生図を基図としてこれをメッシュ図化することによってより的確に



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！

植生景観単位の抽出が容易となる。この群植物社会学に基づいた植生景観の解析方法は，対象

地域の植生景観を特徴づけている本質的な群落複合単位（総和群集及び総和群集区）を識別す

るだけでなく，地理的情報システムソフトを用いて植生景観単位：と多面な環境情報との生態的

な関係を解析することにより，植生景観のより正確で詳細な分析・評価が可能となる。

3．生態立地（エコトープ）

　一般に群植物社会学あるいは群植生学では，植生景観の基本的空間単位である，単一の潜在

自然植生により特徴づけられた等質な領域に分布する遷移段階の異なる植物群落の集合として

の総和群集と，異なる複数の潜在自然植生域に分布する各種植物群落が土壌水分の多少など，

その土地の環境傾度に従って規則的な分布・配列パターンをもって機能的に結びつけられた領

域としての総和群集区を類型区分する。

　これらの総和群集や総和群集区は，植生景観を相観的，形態的に特徴づけているだけでなく，

環境質や潜在的能力などその土地固有の生態的あるいは機能的内容の相違も表現している。従っ

て，一定の生態的及び機能的な関係で結ばれた植生複合が分布する領域としての総和群集区は，

いわゆる環境容量や潜在能力など生態的評価に基づいて区画された環境区であり「生態立地

（エコトープ）」でもある。またある総和群集区で特徴づけられる生態立地の分布領域を地形図

上に表現したものが「生態立地図（エコトープマップ）」である。

　宮脇ら（1984）はすでに植生情報に基づく地域環境の評価図としての生態立地図の作成を行っ

ている（M量yawaki　1978；宮脇・鈴木・金1984）。また同様の立地評価図として，緑地環境の

保全・管理や回復のための緑地生態工学的情報の提供を目的とした植生機能図などがある

（EIIenberg　1956；宮脇・藤原・高波1989；藤原ほか1997）。

　今回本書で使用している生態立地の用語は，宮脇らと同義であり，今囲作成した生態立地図

は，藤原らが用いている植生機能図の意味合いを含ませたものになっている。

4．植生生態工学に基づく郷土の緑の形成

　ところで植物群落を最小単位として，より大きな生態系（ecosystem）を対象としてこれを

人為的に管理し，制御し，補強し，改善し，あるいは疑似的自然の生態系を積極的に創造する
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ための工学あるいは技術の研究分野として植生生態工学（vegeta£io難eco毛ech難ology）が知ら

れている。ここで言う植生生態工学的技術とは，当該地域の潜在自然植生の構成種の苗木を用

いたいわゆる生態学的緑化を意味している。

　この植生生態工学的技法を用いた緑地環境の薪たな形成に際しては，植生景観を特徴づけて

いる基本的空間単位の総和群集（等質地域）や総和群集区（機能地域）に基づいて地域環境を

モザイク状に区画した生態立地と，その生態学的な潜在能力（環境容量）の評価図としての生

態立地図は墨重な指針となる。さらにこの生態立地図に基づいた環境計画を策定することによっ

て，地域固有の環境に適合・調和した，人間と自然の永続的な共存を許容するヂ郷土の緑」の

創出が可能となる。
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植生景観の解析方法

　従来の植物社会学的な植生調査に基づいて作成された植生図には，調査地域に分布する各種

植物群落について，その領域と単位の所属が確定されたものが描かれている。一方，群植物社

会学的な植生景観の解析法では，植生図をメッシュ図を用いて一定の面積の幾つかのグリッド

に区画し，機械的に区画したグリッドごとにそこに出現する群落単位の合計面積の測定により

総和群集調査を行った。また植生図から読み取れる各グリッドの植生自然度，地理情報（平均

高度，起伏量，平均傾斜，海岸線からの最短距離，谷密度），気象情報（年降水量，年平均気

温）などの数値情報のメッシュデータ化を行う。

　さらにこれらのメッシュデータを従来の植物社会学的組成表の作成と同様の処理を行うこと

によって，最終的に植生景観の基本的構成要素である群落複合単位の抽出とその他のメッシュ

データの統合をはかり，識別された群落複合単位を生態学的に評価した。

　このメッシュ図により植生図を区画する方法は，従来野外で行われていた総和群集調査法と

比較して，◎　一定の面積の調査区（グリッド）に出現する個々の群落単位について，目視判

読によるメッシュデータの取得から，より精度の高いデータの計量化と統計的な処理が可能と

なる。②　植生図のメッシュデータとグリッドごとの地理的数値情報などと対比させることに

より統合的評価を可能にする。③　メッシュ図による植生図のメッシュデータ化では調査区の

設定を行う必要がない。などのメリットがある。

　本研究では，既存の植生図とメッシュ図を用いた植生景観の解析手法の改良を目的として，

これまでの目視判読によるメッシュデータの取得から脱却しより精度の高いデータの数量化と

統計的な処理が可能な地理情報システムソフト（ArcView　3）を利用した植生景観の解析に

より群落複合単位を抽出し，それに基づいて生態立地の分布領域を特定する。そして最終的に

潜在自然景観の評価図としての生態立地図の作成を試みている。

1．地理情報システムの概要

植生図とメッシュ図を用いての地域環境特に植生景観の分析・評価及びその生態学的評価図
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としての生態立地図（エコトープマップ）の作成にあたっては，既存の植生図や関連の地理情

報を数値化し，これらのデータを効率的に比較・統合するなどして，より客観的かつ総合的な

評価を得る必要がある。今回構築を計画しているシステムは，パーソナルコンピュータ上で運

用する地理情報システム（GIS）ソフトを利用して植生図と地理情報データの効率的な統合化

をはかり，そこから総合的な評価図としての生態立地図の表示，検索，出力等を行うものであ

る。

2．事前処理の概要

　本システムを運用するにあたっては，既存の植生図のメッシュデータと国土数値情報をデー

タ変換して，地理情報システムソフト（ArcVlew　3）のインストールされたパーソナルコン

ピュータ（windows95導入のDos／v機）にセットアップを行うなどの事前処理が必要であ

る。その処理の概要は以下の通りである。

　（1）データベース化及びシステムのカスタマイズ

　地理情報システムの構築及びその運用に必要な，①地図情報の数値化及びその入力，②地図，

地形，気象などの標準メッシュデータファイルの作成，など環境数値情報の入力，データベー

スの作成，システムカスタマイズ等を行った。

　　①　地図情報の数値化：既存の植生図のうち最も新しく作成された大分県大分市全域の現

　存植生図（縮尺1：30，000），植生自然度図（縮尺1：30，000），潜在自然植生図（縮尺1

　：30，000）の数値化，ベクトル地図データの作成，座標変換など植生情報の座標データ入力

　を行った。次いで植生図等の基図となる大分市地形図（縮尺1：30，000）の画像データをス

　キャナ入力し座標データと重ね合わせができるTIFFイメージデータを作成し地形情報の画

　像データ入力を行った。さらに河川・海岸・池沼等の水涯線，主要な水系線を大分市地形図

　に抽出し，ベクトル地図データの作成など骨格地図情報の座標データ入力を行った。

　　②　標準メッシュデータの作成：大分市全域について，標準地域メッシュ（経度45秒×緯

　度30秒で区画，約400メッシュ）のベクトル地図データを作成し，座標変換を行った。次に

　国土地理院作成の数値地図50mメッシュ及び数値地図250mメッシュ単位で作成されている
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平均標高，起伏量，平均傾斜，地形量データ（標高区分別面積，傾斜区分別面積，紙面方位

物面積等），谷密度，海岸線からの距離等の地形データを標準メッシュ単位に集計処理した

地形量データを作成した。さらに気象庁作成のメッシュ気候データから，大分市内の該当メッ

シュに関して，年降水量と年平均気温など標準メッシュ気候データを作成した。

　標準メッシュと現存植生のベクトル地図データの重合わせにより，ベクトル地図データを

作成する。これにより標準メッシュ単位の現存植生区分，自然度区分，潜在自然植生区分別

のそれぞれの面積を集計し，植生面積に関する標準メッシュデータを作成した。

　⑤・地理情報システムへのデータ変換：上記の①～②で作成したベクトル地図データ及び

メッシュデータについて，地理情報システム「ArcView　3　for　Windows」で使用可能となる

よう，必要なshapeファイル及びdbfファイルへのデータ変換を行った。

　④　データ及びソフトウエアのインストール：パーソナルコンピュータ（Windows95導

入のDOS／V機i）に，地理情報システム「ArcView　3至or　Windows」をインストールし，⑥

で変換したデータのセットアップを行った。

3．適正なグリッドサイズの判定

　植生図に描かれた植生景観の解析や地図の環境数値情報のメッシュデータ化を行う上でそれ

を区画する際のグリッドの大きさ（メッシュサイズ）は重要である。植生景観の解析に用いた

調査区が，そこの基本的構成要素である群落複合単位とその分布・配列パターンを明らかにす

るものであれば，それが適正な大きさの調査区と考えられる（大野・山田1998）。

　植生図をメッシュ図で区画する際の適正なグリッドサイズは次の手順で判定することができ

る。まず調査対象地域の現存植生図を用いて群落数一面積曲線を作成し，第一次変換点に達し

ないで，しかも全凡例数の40％前後（21～40％の範囲）の出現群落数となる調査区の而積が最

適なグリッドサイズであると判定される。今回大分市の現存植生図（縮尺1：30，000）で求め

た群落数一而積曲線では，一辺カミ21㎜（33％）から5㎞（39％）の範囲が適正なグリッド

サイズであることが明らかにされている（大野・1⊥1田1998）。
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4．現存植生図のメッシュデータ化と属性ファイルの作成

　ベクトル地図データ化された大分市の現存植生図（縮尺1：30，000）について，適正なグリッ

ドサイズである2㎞メッシュ相当（経度3分45秒×緯度2分30秒区画）で区画しメッシュデー

タ化を行った。大分市全域を網羅するように区画された！22箇所のグリッドごとに総和群集調

査法を簡素化した方法でそこに出現する群落の面積の計測を行った。メッシュデータ化した各

グリッドの面積や植生自然度，その他の各種地理的数値情報データを属性ファイルに統合して，

統計的処理等を行うためのデータベースとした。

5．植生景観の解析方法

　一般に植生景観調査ではグリッド内に出現する全ての群落単位を記載し，各群落単位がその

グリッド内に占める割合を7段階表示（5～玉，＋，r）の三度階級で，もしくは植生比率

（％）を用いて計測する。一般にこの調査では群落単位の分布形状を表現した群度の計測は行

わない（T甑en　1973；G6hu　1974：W｝lmanns＆T甑en　1978；Theuri紘t　1992；大野1997b）。

　本書ではG至Sソフトを活用して，属性ファイルから各グリッドに出現する群落単位の合計

面積や植生自然度の他，0～10の段階に区分した平均標高，平均起伏量，平均傾斜，谷密度，

海岸線からの距離等の地形データや年降水量，年平均気温などの気候データを標準メッシュデー

タファイルから出力し，現存植生図の凡例ごとに計測・集計を行った。標準メッシュデータに

基づいた植生景観の組成・構造を解析するための総和群集調査は以下の手順で行われる。

　（D　群落複合組成表の作成

　植生景観調査で得られた資料は，植物社会学で一般に行われている表操作の手順と同様に，

素表，常在表，部分表をへて最終的に群落複合組成表が作成される。

（2）群落複合単位の識別

　群落複合組成表の段階で，遷移系列的な関係にある識別群落により特徴づけられる総和群集

（群落）と，カテナ的な関係をもった識別群落で特徴づけられる総和群集（群落）区など二つ
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の基本的群落複合単位が識別される。なお，植物社会学の群集単位の場合と岡様に，総和群集

および総和群集区は普遍的な単位と考えられることから，今回の様に，隈られた地域の中で識

別される群落複合単位は，総和群落および総和群落区とした。

　識別された総和群落及び総和群落区の命名法はチュクセン（TUxen　1979）に準拠した。す

なわち，これらの群落複合単位を玉翰づける識別群落の中から代表的な群集（群落）を1～2

選択して，それを表記する。

　（3）群落複合単位の分布図の作成

　群落複合組成表の作成により，メッシュ図に描かれた各グリッドの群落複合単位への所属が

明らかにされる。さらに群落複合単位の分布が示されたメッシュ図と現存植生図や潜在自然植

生図を重ね合わせる方法（オーバーレイ）により各群落複合単位の空間的広がりとその境界が

判定される。すなわちメッシュ図と植生図を重ね合わせることにより，各群落複合単位の分布・

配列を特定し，その領域図を作成する。

　（4）群落複合単位の分布特性の評価

　本研究では大分市の植生景観を形成している各種群落複合単位の分布・配列などの空間的な

構造特性を明らかにするため，群落複合単位への所属が特定されたメッシュ図の各グリッドの

地形及び気候などの自然環境情報を群落複合単位ごとに集計し平均値を求め，その数値を説明

変量に用いてクラスター分析（多変量解析ソフトMSDOS版）による分析を行い，大分市に

おける地理的及び気候的環境特性と各群落複合単位の分布領域との対応関係を明らかにする。

　6．生態立地の識別と生態立地図の作成

　群落複合組成表に基づいて当該地域の植生景観の基本的単位である群落複合単位が識別され

る。またこれらの群落複合単位は，地理的及び気象的数値情報を用いたクラスター分析（多変

量解析ソフトMS90S版）により，同質の生態的特性を持ったグループごとにまとめられる。

この様にして確定された群落複合単位と生態グループは，メッシュ図の各グリッドの属性とし

て示される。さらにこのメッシュ図と既存の現存植生図，植生自然度図，潜在自然植生図を重
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ね合わせることによって，各種群落複合単位の分布・配列などの空間的な構造特性を明らかに

するとともに，各群落複合単位（総和群集及び総和群集区）の分布する等質地域（テセラ）及

び機能地域（カテナ），あるいはそれらの集合で構成された潜在自然景観域あるいは生態立地

（エコトープ）の具体的な領域が特定され，最終的に生態立地区分図（エコトープマップ）と

して地形図上に図化される。
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植生景観の解析とその生態学的評価

1．群落複合単位の識別とその生態学的評価

　メッシュデータ化された植生図及び環境情報に基づいて，2kmメッシュで区画した122の

グリッドごとに，出現群落単位のリスト，各群落単位の面積，植生自然度の1～10のクラスご

との面積，平均高度（m），起伏量（m），平均傾斜，海岸線からの最短距離（m），谷密度，年

降水量（磁m），年平均気温（℃）をワークシートに出力し，群落複合組成表の作成を行った。

表操作の結果，1～28の下位総和群落区が区分された（表3）。これらの下位総和群落単位は

さらに1～XIIの総和群落区にまとめられた（表3）。

　作成された群落複合組成表に基づいて，各グリッドの各下位群落複合及び総和群落区への所

属を明らかにした（図1）。このうち1～28の下位総和群落区については，それぞれの7つの

環境情報を変数に用いたクラスター分析（図2）を行い，これをa～j生態群にまとめ，それ

を下位総和群落区の生態的属性として図3及び表3に付記した（宮脇・大野ほか1993；大野

1996）。

　大分市の植生景観の解析により類型区分された群落複合単位（総和群落区及び下位総和群落

区）の組成・構造及び分布特性は以下の通りである。

（D　トベラータブノキースダジイ総和群落区

　ぼ　組成・構造：トベラータブノキースダジイ総和群落区（表3：1）は，臨海部の植生

景観を特徴づけるマサキートベラ群集，チガヤーハマゴウ群集，ツワブキーノジギク群集な

どの自然性の海岸植生と，沿海部の台地，丘陵を分布の中心とするミミズバイースダジィ群

集，イノデータブノキ群集などの自然性の常緑広葉樹林，そして沿海部から内陸の丘陵及び

低山地帯に広く分布する自然性あるいは半自然性の常緑広葉樹林のシイモチーシリブカガシ

群集などがカテナ状に分布・配列した植生景観を呈している。

　②　分布特性：トベラータブノキースダジイ総和群落区の分布は，大分市北東部の海岸崖
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　　　　　　　図1．各総和群落区（1～XIDの配置図（表3参照）．

地と一部に砂浜海岸のみられる磯崎付近に限られている（図1，3）。すなわち本総和群落区は，

大分市では希少な植生景観といえる。また本総和群落区の群落構成をみると自然度の高い植

生の占める面積は小さいが，識男ll群落の数に限ってみればその多様性は高い。

（2）ミミズバイースダジイー凝ジイ総和群落区

　i　組成・構造：ミミズバイースダジイーコジイ総和群落区（表3：王Dは，主として沿

海部0）台地，丘陵に分布するミミズバイーースダジイ群集と，沿海部から内陸の丘陵及び低山

地帯に広く分布するシイモチーシリブカガシ群集などがカテナ状に分布・配列した植生景観

を呈している。

　ミミズバイースダジイーコジイ総和群落区はさらに，イノデータブノキ群集，フクド群集，

ナナメノキーアラカシ群集，そしてオギ群集等により5つの下位総和群落区に下位区分され

る。
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図2．各下位総和群落区（1～28）のクラター分析（最短距離法）に基づく生態

　　　群（a～j）の区分（表3参照）．

　②　分布特性：ミミズバイースダジイーコジイ総和群落区の分布は，大分市北部の沿岸低

地からやや内陸の台地，丘陵にかけての比較的広い範囲にみられる（図1，3）。本総和群落

区の分布領域には，「大分市の植生」（大野1996）で重要群落に指定した柞原八幡，西寒多

神社などミミズバイースダジイ群集に同定された社叢や日吉神社のシイモチーシリブカガシ

群集の社叢などが分布している。平成9年度の補完調査では，高崎由LL麓の田ノ浦の五社神

社で小面積ながら自然度の高いミミズバイースダジイ群集の社叢が確認されている。
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　この他，乙津川の河口付近に生育するフクド群集などの塩生植生も本総和群落区に分布して

いる。すなわち本総和群落区は，自然度の高い植生の占める面積は小さいが，自然性の高い多

種多様な植生が残存する比較的多様性に富んだ植生景観を呈した地域といえる。

（3）ムサシアブミータブノキー：コジイ総和群落区

　㊤　組成・構造：ムサシアブミータブノキーコジイ総和群落区（表3：m）は，九州南

部の沿岸部では広く発達するが，大分市ではその分布が限られているムサシアブミータブノ

キ群集と沿海部から内陸の丘陵及び低山地帯に広く分布するシイモチーシリブカガシ群集な

どがカテナ状に分布・配列した植生景観を呈している。

　②　分布特性：ムサシアブミータブノキーコジイ総和群落区の分布は，ムサシアブミータ

ブノキ群集の唯一の生育が確認されている大分市中西部の雄城地区に限られている（図！，3）。

すなわち本総和群落区は，大分市では希少な植生景観といえる。

（4）イノデータブノキ総和群落区

　㊤　組成・構造：イノデータブノキ総和群落区（表3：IV）は，沿海部の台地，丘陵を

分布の中心とするイノデータブノキ群集により特徴づけらた，テセラ的な植生景観を示して

いる。

　イノデータブノキ総和群落区はさらに，フクド群集，フサザクラーミズキ群落，シイモチー

シリブカガシ群集そしてオギ群集等により5つの下位総和群落区に下位区分される。

　、¢　分布特性：イノデータブノキ総和群落区の分布は，大分平野を流れる大野川及び大分

川沿いの沖積低地や河岸段丘，高崎山北薦の沿康台地にみられる（図1，3）。本総和群落区の

分布領域には，「大分市の植生」（大野1996）で重要群落に指定した春日神社のイノデータ

ブノキ群集の社叢や野田中ノ原のシイモチーシリブカガシ群集などが分布している。しかし

自然度の高い残存植生の占める面積は小さく，本総和群落区の大部分は市街地化の進んだ地

域で占められており，植生景観的には群落組成は貧弱で植生多様性も低い。
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（5）フサザクラーツクバネガシーシラカシ総稲群落区

　①　組成・構造：ツクバネガシーシラカシ総和群落区（表3：V）は，高崎山の山頂部か

ら尾根斜面にその分布が確認されているックバネガシーシラカシ群集と，山麓部の崖錐斜面

や沢沿いに発達するフサザクラークマノミズキ群落などがカテナ的に分布・配列した植生景

観を呈している。

　②　分布特性：フサザクラーツクバネガシーシラカシ総和群落区の分布は，ックバネガシー

シラカシ群集の唯一の生育が確認されている大分市北西部の高崎山に隈られている（図1，3）。

本総和群落区も大分市では希少で特異な植生景観といえる。

（6）オギームクノキーエノキ総秘群落区

　⑦　組成・構造：オギームクノキーエノキ総和群落区（表3：VI）は，河川沿いに形成

された自然堤防に発達するムクノキーエノキ群集とオギ群集等の河辺植生などがカテナ状に

分布・配列した植生景観を呈している。

　オギームクノキーエノキ総和群落区はさらに，フクド群集，シイモチーシリブカガシ群集

そしてナナメノキーアラカシ群集により3つの下位総和群落区に下位区分される。

　②　分布特性：オギームクノキーエノキ総和群落区の分布は，大分平野を流れる大野川及

び大分川沿いの堤外地や堤内地の沖積低地に点在する池沼の周辺にみられる（図1，3）。本総

和群落区の分布領域には，「大分市の植生」（大野1996）で重要群落に指定した乙津川の堤

外地の氾濫原に生育するムクノキーエノキ群集が，また赤三池には三水植物群落のヒメガマ

群落やマコモ群落などが分布している。本総和群落区は，大分市において河川を中心とした

沖積低地の植生景観を代表している。

（7）コジイーミヤマシキミーアカガシ総和群落区

　⑦　組成・構造：コジイーミヤマシキミーアカガシ総和群落区（表3：VIDは，シイモ

チ～シリブカガシ群集と内陸部のヤブツバキクラス域上部の山地帯に発達する自然性常緑広

葉樹林のミヤマシキミーアカガシ群集などがカテナ状に分布・配列した植生景観を呈してい

る。
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　コジイーミヤマシキミ…アカガシ総和群落区は，アブラチャンーホソバタブ群集やツルヨ

シ群集などにより2つの下位総和群落区に下位区分される。

　診　分布特性：コジイーミヤマシキミーアカガシ総和群落区の分布は，大分市の南西部に

位置する本宮山及びそれに隣接する障子岳を含む山稜付近にみられる（図1，3）。本総和群落

区の分布領域には，「大分市の植生」（大野1996）で重要群落に指定した本宮山のミヤマシ

キミーアカガシ群集が分布している。ミヤマシキミーアカガシ群集については，平成9年度

の補完調査で九六位由から北東にのびる尾根斜面に比較的自然度の高い林分が残存している

のが確認されている。本総和群落区は，大分市の南部山地におけるヤブツバキクラス域上部

の植生景観を代表している。

　（8）アブラチャンーホソバタブ総記群落：区

　　f　組成・構造：アブラチャンーホソバタブ総和群落区（表3：VIII）は，主として西南

　日本のヤブツバキクラス域の渓谷林であるアブラチャンーホソバタブ群集により特徴づけら

　れるが，時にコジイーミヤマシキミーアカガシ総和群落区の下位単位として渓谷斜面尾根部

　に生育するシイモチーシリブカガシ群集とともにカテナ状に分布・配列した植生景観を形成

　することもある。

　　2　分布特性：アブラチャンーホソバタブ総和群落区の分布は，大分市南西部の山間渓谷

　地に発達するアブラチャンーホソバタブ群集の生育地に限られている（図1，3）。大分市では，

　自然性の渓谷林で特徴づけられた本総和群落区の植生景観は希少である。

　ところで平成9年度に実施された補完調査で，三面山の爾面を流れる稲積川の源流部のアプ

ラチャンー・ホソバタブ群集と同様な立地において，九州山地では稀なハルニレの優占する山地

湿性林が確認されている。

（9）シイモチーシリブカガシ総和群落区

　｛ユ　組成・構造：シイモチーシリブカガシ総和群落区（表3：IX）は，山間尾根部に生

育するシイモチーシリブカガシ群集やナナメノキーアラカシ群集と，山間渓流沿いのツルヨ

シ群集などがカテナ状に分布・配列した植生景観を呈している。
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　シイモチーシリブカガシ総和群落区はさらに，ナナメノキーアラカシ群集，ツルヨシ群集

等により5つの下位総和群落区に下位区分される。

　　②　分布特性：シイモチーシリブカガシ総和群落区の分布は，今回識別された総和群落

　区のなかでは最も広く，大分市の中南部に広がる丘陵，山地の大部分を占めており，大分

　市を代表する植生景観といえる（図1，3）。ちなみに大分市を区画する122のグリッドの半

　分以上が本総和群落区に属している。本総和群落区の領域には，「大分市の植生」（大野

　1996）で重要群落に指定した九六位山，霊山寺，立小野地区，宮尾神社，安藤地区等に生

　育する比較的自然性の高いシイモチーシリブカガシ群集が分布している。

㈹　オオバコ～ネザサーススキ総和群落区

　①　三三・構造：オオバコーネザサーススキ総和群落区（表3：X）は，自然性あるいは

半自然性の森林植生など本総和群落区を特徴づける特別の識別群落を持っていない。本総和

群落区は，典型的な代償植生景観を呈している。

　オオバコーネザサーススキ総和群落区はさらに，オギ群集により2つの下位総和群落区に

下位区分される。

　壽　分布特性：オオバコーネザサーススキ総和群落区の分布は，大分市の北部に広がる大

分平野及び近年人工造成された海岸埋立地に多くみられる（図1，3）。本総和群落区は，大分

市の沿岸工業地域の景観を代表している。

　（11）その他の植生景観単位

　今回作成された総和群落組成表には，特別の識別群落を持たない2つの植生景観単位が区分

されている（表3：XI～XII）。そのうちの一つは，主としてクヌギーコナラ群集やスギ・ヒ

ノキ植林で構成されている（表3：XI＞。もう一つの植生景観単位は，一切の植物群落を持た

ず，開放水域のみで占められている（表3：X至D。これら2つの植生景観単位はいずれも，

グリッド内に占める植生域は狭く断片的で，必ずしもそこ0）植生景観の組成・構造を解析する

のに十分の調査面積を持っていない。おそらく前者の植生景観単位はシイモチーシリブカガシ

総和群落区に，後者はオオバコーネザサーススキ総和群落区に属するものと考えられる。
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図3．各下位総和群落区（1～28）及び生態群（a～j）の配置図（表3参照）．

2．生態立地（エコトープ）の識別

　前項で識鋼された10の主要な総和群落区及びクラスター分析で区分した10の生態群を付記し

た28の下位総和群落区を示したメッシュ図と現存及び潜在自然植生図との重ね合わせを行い，

各生態立地（エコトープ）の分布領域を画定した。

　既刊の「大分市の植生」（大野1996）では，大分市を16の潜在自然植生域に区分しているが，

本書では新たに識別された群落複合単位である総和群落区を考慮して，市域を8つの潜在自然

景観域すなわち生態立地に区分した。すなわち海岸崖地はトベラータブノキースダジイ総和群

落区に，沿岸台地はミミズバイースダジイーコジイ総和群落区に，沖積低地をイノデータブノ

キ総和群集区（ムサシアブミータブノキーコジイ総和群落区及び代償景観のオオバコーネザサー

ススキ総和群落区を含む）に，高崎山はフサザクラーツクバネガシーシラカシ総和群落区に，

河川及びその後背湿地を含めた地域はオギームクノキーエノキ総和群落区に，市域の大部分を
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占める丘陵，低山地帯はシイモチーシリブカガシ総和群落区に，山地帯上部はコジイーミヤマ

シキミーアカガシ総和群落区に，そして山間渓谷地はアブラチャンーホソバタブ総和群落区に

代表された生態立地である。

　3．生態立地図（エコトープマップ）の作成

　今回新たに識別された8つの生態立地は，それぞれ固有の生態的及び機能的に結びついた複

数の自然性の植物群落によって構成された総和群落区によって特徴づけられたが，それらの総

和群落区は，各生態立地の生態的潜在能力（環境質）を判定する基準となる。また大分市の植

生景観を画定した生態立地の分布領域を地形図（縮尺1：30，000）上に描いた生態立地図（エ

コトープマップ）は，それぞれの地区の生態的潜在力や環境特性に適合・調和した個性的な緑“

すなわち「郷土の緑」を保護・保全し，復元・再生を可能にする植生生態工学に基づいた環：境

保全計爾や緑化計画を実施する上での基本的な設計図となる。
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生態立地における緑化計画

　各生態立地において実施される環境保全計画及び緑化計画を策定する上で，その基盤となる

「郷土の緑」とは，植生自然度が高く　（通常植生自然度が9の森林植生と植生自然度が10の草

本植生），学術的にも重要な植生のことである。またこうした自然度が高く，生物多様性に富

んだ植生には貴重な植物も数多く生育しており，これらは郷土の遺産，遺伝子源として保護・

保全の対象となる。さらに「郷土の緑」は，水源酒養，水質浄化などの環境保全機能や，斜薦

崩壊防止，洪水防止などの防災機能などの生態的緑地効果も大きいことが知られている。

　画定された各生態立地に共通する基本的な緑化の課題として，「緑の量を増やす」，「緑の質

を高める」，「緑をつなぐ」，などが挙げられる（川崎市1996）。本書ではこれに加えてさらに，

総和群落区により代表される各生態立地に固有の緑化の課題と，それに対処する具体的方策を

記述するとともに，それぞれの緑化計画地区を生態立地図に示した。

　ところで，各生態立地における生態学的緑化植栽の具体的な手法については，既刊の「大分

市の植生」（大野1996）に詳しく記述しているのでそれを参照されたい。

董．トベラータブノキースダジイ総和群落区に代表される生態立地における緑

　　化の課題

　大分市においてトベラータブノキースダジイ総和群落区に代表される生態立地は，鶴崎中心

とする地域に限られていることから，これを希少な海岸地域の植生景観として保護・保全する

必要がある。

　（蓬〉海岸部における潜在自然景観の保全（生態立地図1凡例番号1）

　現実問題として，本地区には保護・保全の対象となる自然度の高い海岸植生は断片的にしか

分布していない。従って本地区における海岸植生景観の保全の方策としては，海岸及びその隣

接地域を含めて緑地公園化することが有効と考えられる。すなわち，緑地公園の中で，海岸植

生景観の復元・再生をはかる。そしてそこに復元・再生する植生景観は，海燦から内陸部の丘
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陵にいたる機能的（カテナ的）結びつきを持った配列を示していることが望ましい。

　具体的には，公園化する砂浜海岸の一部には人為的侵入・撹乱を禁止する区域を設置し，チ

ガヤーハマゴウ群集などの砂丘植生の回復をはかる。それに隣接する海岸旧地においても人為

的二二を受けないように保護区を設置し，海岸風衝低木群落のマサキートベラ群集や海岸草本

群落のツワブキーノジギク群集等の回復をはかる。その背後に自然性の常緑広葉樹林が残存し

ている場合にはそれを保護・保全する。もし分布がないのであれば公園地区内に，その土地の

潜在自然植生の苗木を植栽するいわゆる生態学的緑化を行う。一般に沿岸部の沖積低地や谷部

にはイノデータブノキ群集の構成種を，そして台地面や丘陵部にはミミズバイースダジイ群集

の構成種の苗木植栽を行うのがよい。また公園内に湿地や溜池があれば，そこを水生生物の生

息空間（ビオトープ）の見本園にする。

2．イノデータブノキ総和群落区に代表される生態立地おける緑化の課題

　大分平野を形成する沖積低地に広がる生態立地の植生景観を代表しているのがイノデータブ

ノキ総和群落区である。本生態立地には，海岸埋立地など最も都市化，工業地域化の進んだ地

区を特徴づけているオオバコーネザサーススキ総和群落区や，大分市では雄城地区に分布が限

られているもう一つの沖積低地の植生景観を特徴づけているムサシアブミータブノキーコジイ

総和群落区が含まれている。

　G）沿岸低地における環境保全林の形成（生態立地図＝凡例番号2）

　本地区には自然の植生景観を構成する緑はほとんどみられない。こうした市街化の進んだ地

区では，身近な緑とふれあうことができる場や，人々が安らぎ，憩い，集える場であり，周辺

の住民相互のコミュニティを育て，地域に対する愛着心，郷土意識を根づかせる契機となる空

間を積極的に形成する必要がある。幸いにも本地区には，公園，学校，公共公益施設，道路，

住宅地，事業所等などこうした緑化の課題を解決する空間が多数存在する。このうち市内に点

在する公園，学校，公共公益施設及び道路は，市当局など行政機関が上記諜題を実現しうる緑

地空間の形成など緑化事業を推進する場となる。

　本地区の自然環境に最も適しており，「郷土の緑」の復元・再生の目標となる植生景観は，
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イノデータブノキ群集に同定された春日神社の社叢である。公園，学校，公共公益施設等にお

いては，主要な緑地計画は自由でよいが，少なくとも敷地の周囲には，1m幅で植栽マウン

ドを形成し，そこにイノデータブノキ群集の構成種の苗木を用いた生態学的緑化植栽により，

騒音防止や防塵効果など周辺部からの環境圧の緩衝帯としての生態的機能を有する環境保全林

をつくる。本地区の海岸埋立地の工業地区の一部では，すでに生態学的緑化植栽による環境保

全林の形成が行われている（大野1996）。

　（2）沿岸低地における緑の回廊の形成（生態立地図＝凡例番号3）

　また市街地に点在する公園や学校の周りに形成した緑地空問に生物の生息空間（ビオトープ）

としての機能強化と生物多様性の維持をはかる意味で，これらを機能的に結びつける緑地帯の

形成が必要である。そのために，市内の主要幹線道路沿いの街路樹や中央分離帯にもイノデー

タブノキ群集やマサキートベラ群集の構成種や本地区で街路樹及び生垣植栽として適性（大野

1996参照）とされた植物を用いて生態学的緑化植栽を行い，いわゆる薪緑の圓廊」をつくり，

緑豊かな都市環境づくりを目指す（藤原ほか1997）。

　3．ミミズバイースダジイーコジイ総和群落区に代表される生態立地における

　　　緑化の課題

　ミミズバイースダジイーコジイ総和群落区に代表される生態立地は，前述のイノデータブノ

キ総和群落区に代表される生態立地に隣i接した台地及び丘陵にその分布領域を持っている。本

地区には，ミミズバイースダジイ群集に同定される柞原八幡や西寒多神社の社叢，シイモチー

シリブカガシ群集に同定される日吉神社の社叢など小面積ながら大分市では自然度の高い森林

植生が残存する。

　（D　沿岸部の台地・丘陵における郷土の緑の保護・保全（生態立地図＝凡例番号4）

　本地区には，ミミズバイースダジイ群集に同定される柞原八幡や西寒多神社の社叢，シイモ

チーシリブカガシ群集に同定される日吉神社の社叢など小面積ながら自然度の高い森林植生が

残存している。これらの社叢は，保護・保全すべき「郷土の緑」に指定するなどして，人間の
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侵入禁止，下草刈りや落葉掻きなどの管理は一切行わないなど現状の自然状態で保護・保全す

る必要がある。さらに社叢の周り幅50～100mは，林地であれば緩衝帯として現状を維持し，

草地であればミミズバイースダジイ群集やシイモチーシリブカガシ群集の構成種の苗木を用い

た生態学的緑化植栽により林地の山回，形成をはかる。

　（2）沿岸部の台地・丘陵における環境保全林の形成（生態立地図：凡例番号5）

　前出のイノデータブノキ総和群落区に代表される生態立地と同様に，本地区においても公園，

学校，公共施設において，ミミズバイースダジイ群集，シイモチーシリブカガシ群集，そして

ナナメノキーアラカシ群集の構成種の苗木を用いた生態学的緑化植栽による環境保全林の形成

を行う。

　（3）沿岸部の台地・丘陵における緑の回廊の形成（生態立地図：凡例番号6）

　本地区を通る主要幹線道路沿いにおいて，ミミズバイースダジイ群集，シイモチーシリブカ

ガシ群集，そしてナナメノキーアラカシ群集の構成種の苗木及び本地区で街路樹及び生垣植栽

に適した植物を用いた生態学的緑化植栽による「緑の回廊」としの生態的機能を持つ緑地帯の

形成を行う（大野1996）。

　（4）沿岸部の台地・丘陵における斜面緑地の保全と形成（生態立地図：凡例番号7）

　本地区の台地や丘陵の急斜面に分布する自然度の比較的高い森林植生は，土砂崩壊防止機能

を持った斜面緑地及び災害防備林として極力保全する。また本地区での宅地開発等で生じた法

面や草地斜面には，社叢の場合と同様にミミズバイースダジイ群集やシイモチーシリブカガシ

群集，そしてイノデータブノキ群集の構城詰の苗木を用いた生態学的緑化植栽により緑地効果

の高い林地の回復，形成をはかり，都市部における緑の量を増やし質を高めるなど，潤いのあ

る都市づくりを推進する。
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　4、フサザクラーツクバネガシーシラカシ総和群落区に代表される生態立地に

　　　おける緑化の課題

　フサザクラーックバネガシーシラカシ総和群落区に代表される生態立地の分布領域は，高崎

山及びその周辺山麓に隈られている。

　（1）高崎山における郷土の緑の復元・再生（生態立地図＝凡例番号8）

　高崎山の常緑広葉樹林は，国の天然記念物（大分県1974）に指定され，特に野猿公園は：重

要な保護・保全の対象となっているが，猿の生息空間である高崎山山麓の植生景観の保全・管

理は十分行われているとは言えない。例えば山頂部の平坦地にある山城跡の史跡を整備し，そ

この敷地の一部に，あるいは現在あるスギ植林地をツクバネガシーシラカシ群集やミヤマシキ

ミーアカガシ群集の構成種の苗木を用いた生態学的緑化植栽により，多様な生物の生息空間

（ビオトープ）を提供し，水源二心林としての高い生態的機能を有する常緑広葉樹林の復元・

再生をはかる。

5．四丁ームクノキーエノキ総和群落区に代表される生態立地における緑化の

　　課題

　オギームクノキーエノキ総和群落区に代表される生態立地は，大分市を流れる大野川及び大

分川，そしてその支流域など河川沿いの地域を中心とする地区である。

　（1）河畔緑地の復元・再生（生態立地図＝凡例番号9）

　大野川及び大分川などの1級河川では，護岸整備などの洪水防止を目的とした土木工学的河

川改修が優先されるが，そこでは単に河道の整備にとどまらず，特に都市域においては緑地環

境の増大と生物の生息空聞（ビオトープ）の創出，そして上流から下流にいたる河川の連続的

結びつきを利用した「緑の回廊」としての役割を持たせる意味で，堤外地にあっては多自然型

のあるいは近自然工法を用いた自然豊かな河川づくり，堤内地では洪水防備林としての防災機

能を持った拠水林の形成など，生態的機能の高い河畔林であるムクノキーエノキ群集の形成を
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はかる。

（2）水湿地の希少群落の保護・保全（生態立地図1凡例番号10）

　⑦　自然植生が比較的多く残されている乙津川の河口付近の海原地区の川縁には，フクド

群集をはじめとする塩生植生が生育している。こうした塩生植生の発達する生育立地は，河

川の護岸改修や干潟の埋め立てによって激減し，今では希少な植物の群生する地域になって

いる。それゆえ本地区では，干潟ができやすいワンドを形成するなどの多自然型の河づくり

などにより塩生植生を保護・保全する必要がある。

　②　同じ乙津川の中島地区付近の堤外地の自然堤防上には，比較的広い面積で河畔林のム

クノキーエノキ群集が発達している。この河畔林とそれに隣i接して広く発達するオギ群集や

ヨシ群落から成る河辺植生を含めて，希少で自然性の高い河川景観の残された地区として保

護・保全したい。

　③　大分市東部にある赤二二の岸辺には，溜池ながら比較的広い範囲にヨシ群落やマコモ

群落などの湿地植生やジャヤナギーアカメヤナギ群集などが分布している。この赤迫池もま

た，当該地区及びその周辺地域を含めて開発を禁止するなど，希少で自然性の高い池沼景観

の残された地区として，岸辺を含めた保護・保全が望まれる。

6．シイモチーシリブカガシ総和群落区に代表される生態立地における緑化の

　　課題

　シイモチーシリブカガシ総和群落区に代表される生態立地は，大分市の中央から南部にかけ

て広く覆っている台地，丘陵，山地帯の大部分を占めている。

　（D　内陸部の丘陵・山地における郷土の緑の保護・保全（生態立地図＝凡例番号11）

　本地区には，小面積ではあるが，シイモチーシリブカガシ群集に同定される林地が，九六位

山，霊山寺，宮尾神社，安藤地区の社叢として，また屋敷林として立小野地区等に分布してい

る。これらの社叢や屋敷林は，保護・保全すべき重要群落に指定するなどして，人間の侵入禁

止，下草刈りや落葉掻きなどの管理は一切行わないなど現状の自然状態を保護・保金する。さ
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らに社叢の周り幅50～100mは緩衝帯として林地であれば現状を維持し，草地であればシイモ

チーシリブカガシ群集やナナメノキーアラカシ群集の構成種の苗木を用いた生態学的緑化植栽

により林地の回復，形成をはかる。

　（2＞内陸部の丘陵・山地における斜画緑地の保全と形成（生態立地図＝凡例番号12）

　また本地区の台地，丘陵，山地の急斜面に分布する林地は，土砂崩壊防止機能を持った斜面

緑地及び災害防備林として極力保全する。本地区での土地開発等で生じた法面や草地斜面には，

社叢の場合と同様にシイモチーシリブカガシ群集やナナメノキーアラカシ群集の構成種の苗木

を用いた生態学的緑化植栽により林地の回復，形成をはかる。

　（3）内陸部の丘陵・山地における水源酒二二の保全と形成（生態立地図：凡例番号13）

　本地区の山地尾根部や行政界となっている山稜等に分布する林：地は，水源酒三二として伐採

や椎茸栽培等による林床の概乱を禁止するなどして保全する。尾根部が竹林や二次草地である

場合には，シイモチーシリブカガシ群集やナナメノキーアラカシ群集の構成種の苗木を用いた

生態学的緑化植栽により林地の回復，形成をはかる。

　（4）山間部の潜在自然景観の保全（生態立地図＝凡例番号14）

　本地区の中で最も植生自然度の高い地区が，大野川の支流の河原内川の流域である。河川敷

にはッルヨシ群集が広く発達し，川に面した尾根部には，比較的広範囲にシイモチーシリブカ

ガシ群集が生育している。本地区は，山間の自然景観の残された地区：として，開発は最小限に

とどめ極力保全する。また，道路等の改修・整備を行い，本地区の自然景観を資源として天面

山及び南部の山稜を含めていわゆる公園道路化し，市民が週末のドライブで「郷土の緑」を楽

しめる空間を提供するとともに，当該地域の経済的活性化をはかるのもよい。

　（5）内陸部の丘陵・山地における環境保全林の形成（生態立地図：凡例番号15）

　シイモチーシリブカガシ総和群落区に代表される内陸部の丘陵・山地の生態立地においても，

小面積ながちみられる公圃，学校，公共施設において，シイモチーシリブカガシ群集，そして
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ナナメノキーアラカシ群集の構成種の苗木を用いた生態学的緑化植栽による環境保全林の形成

を行う。

　7．コジイーミヤマシキミーアカガシ総和群落区に代表される生態立地におけ

　　　る緑化の課題

　コジイーミヤマシキミーアカガシ総和群落区に代表される生態立地は，市の南西部に位置す

る本宮山の山頂及びそれに連なる尾根部，そして行政界となる海抜400m以上の山稜に分布す

る。

　（1）山地における郷土の緑の保護・保全（生態立地図＝凡例番号16）

　本宮山や九六位山の山頂及びそれに連なる山稜に小面積ながら残存するミヤマシキミーアカ

ガシ群集の森林植生は，大分市の山地上部の「郷土の緑」としてまた，希少で自然度の高い植

生として保護・保全する。さらに保護・保全の対象となる残存林地の周り幅50mは緑地緩衝

帯として林地であれば現状を維持し，草地であればミヤマシキミーアカガシ群集やシイモチー

シリブカガシ群集の構成種の苗木を用いた生態学的緑化植栽により林地の復元・再生をはかる。

　（2）山地における水源潤養林の保金と形成（生態立地図：凡例番号17）

　本地区においてミヤマシキミーアカガシ群集に同定される残存林は少ない。それゆえこれら

の林地は水源酒二三として伐採や椎茸栽培等による林床の撹乱を禁止するなどして保全，回復

させる。

　行政界となっている山稜の大部分はスギ・ヒノキ植林で覆われているが，こうした代償植生

は，より水源酒養機能が高く生物多様性に富んだミヤマシキミーアカガシ群集やシイモチーシ

リブカガシ群集など自然度の高い森林植生に積極的に転換することが望ましい。特に九六位山

の山頂部は，一部に自然性の森林植生が残されているものの，大部分はスギ植林とレクリエー

ションに供されている二次草原で覆われている。その意味で本地区は，自然林復元を目指した

緑化事業を推進するモデル地区に指定するのもよい。
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　8．アブラチャンーホソバタブ総和群落区に代表される生態立地における緑化

　　　の課題

　アブラチャンーホソバタブ総和群落区に代表される生態立地は，天面山南面及び九六位山北

面の源流域の崖錐斜面や渓畔部に分布が限られている。

　（D　学術参考林の保護・保全（生態立地図＝凡例番号18）

　四面山南面の渓畔には，本来は，ブナクラス域の湿性林であるハルニレ林が小面積ながら分

布している。本地区は希少で学術的に重要な森林植生が残された場所として学術参考林に指定

するなど現状のまま保護・保全する必要がある。

　（2）山地三三の潜在自然景観の保全（生態立地図＝凡例番号19）

　九六位山北面の山地渓畔に生育するアブラチャンーホソバタブ群集は，河川への土砂の流入

を防止し，水質の浄化などに寄与しており，大分市の緑の質を高める意味でも，アブラチャンー

ホソバタブ群集の構成種の苗木を用いた生態学的緑化植栽により林地の回復，形成をはかる。

また一部の渓畔域は，林地に人為的影響が及ばないように遊歩道を整備し，渓谷美を資源とし

て自然公園化し，積極的に市民の憩いの場を創鵡するのもよい。

　9．生態立地図に係わるその他の凡例

　大分市の生態立地図の作成に係わって，これまで述べてきた8つの総和群落区ごとの緑化の

課題として生態立地図に示した1～19の凡例に加えて，植生自然度クラスが9と10の植生（生

態立地図：凡例番号20），緑化計画の中核となる保護・保全を必要とする植生（生態立地図：

凡例番号21），各潜在自然植生の領域を示す界線（生態立地図：凡例番号22）など3凡例が示

された。この3凡例の使用にあたっては，大野（1996）が作成した大分市の現存植生図，同植

生自然度図，同潜在自然植生図が参照された。
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お　わ　り　に

　本書では，大分市が推進している，地域の自然に適合・調和した「郷土の緑」の保護・保全

や，その回復と新たな形成を目的とした総合的な緑化計画策定のための指針づくりに係わり，

いわゆる群植物社会学的調査研究により抽出される群落複合単位を用いてそれぞれ固有の植生

的潜在能力を持った生態立地を識別し，その領域を描いた生態立地区分図に基づいて，各生態

立地における「郷土の緑」の回復・創出と生態学的緑化ための具体的な提言を行っている。

　これらの提揺に従った「郷土の緑」づくりが計画，実施されることによって，入聞と自然が

共生する，緑豊かな環境の下，地域社会の健全で永続的な発展が可能となる。さらにこうした

緑化計画を効果的に推進する上で，地域住民と行政機関が一体となって協力・共同関係をつく

りあげていく必要があろう。
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表3．大分市における群落複合組成表
1：トベラータブノキースダジイ総和群落区，II：ミミズバイースダジイーコジイ総和群落区JH：ムサシアブミータブノキーコジイ総和群落区，　IV：イノデータブノキ・総和群落区，
V：フサザクラーツクバネガシーシラカシ総和群落区，VI：オギームクノキーエノキ総和群落区，　VII：コジイーミヤマシキミーアカガシ総和群落区，　VIIIアブラチャンーホソバタブ総和群落区，
D（：シイモチーシリブカガシ総和群落区，X：オオバコーネザサーススキ総和群落区，　XI：その他の植生景観単位（1），　X∬：その他の植生景観単位（2）

総和群落区の区分：
下位総和群落区の区分：
生態群：
グリッド数：

I

l　　2　　3
a　　d　　a
I　　2　　1

王1 盟 IV V VI V匪　　V胆 lX X　　XI　XII

456789圭01112重31婆玉5玉61718
19　　　20　　　2圭　　　22　　　23　　　24

h　　a　　e　　e　　e　　e

11197圭523

25　　　26　　　27　　　28

a　　c　　l　　C
3　　7　　2　　1

識別群落群：

　マサキートベラ群集
　チガヤーハマゴウ群集他
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　　大分市の植生景観と生態立地図

一郷土の緑環境の保護・保全と復元・再生のために一

　　　　　　　　　　大　野　啓　一

　　　　　　（横浜国立大学環境科学研究センター）

　　　　　発　行　　大分市都市計画部公園緑地課

　　　　　印刷　 ヨシダ印刷両国工場


